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5年目に思うこと 
 

 今上陛下のご即位から今日(５月1日)で5年､という報道に接し、改めてときの経つのは早

いものだと思いました。令和ももう６年です。私事ながら、ご縁あって当法人の仕事をさ

せていただくようになったのは令和元年の秋ですので、5年目ということになります。 

 利用者さんの高齢化や施設の老朽化､感染症対策を含むそのときどきの課題など､役

職員の皆さんとのコミュニケーションを極力密にして取り組んできたつもりですが､

一方で課題を並べれば少なくないのも事実です。とはいえ､焦ってもいけませんし、小

さな法人ということもあり、そのマネジメントは常に勉強だな、というのが実感です。 

 学園本体施設の改築に向けての検討などといった中長期的な課題から、日々の生活に

関する身近な課題まで、無理なく着実に解決していけるような法人運営を引き続き心

掛けていきたいと思う今日このごろです。              [國分 隆之] 

 

 [防災！]   新任職員への防災教育を実施しました！ ～ ４月25日(木)  

 ４月25日(木)、今年度第1回目の防災訓練として新任職員への防災教育を行いまし

た。今回は特に新任職員を対象として、学園内の消防設備や防災備蓄について園内を

周りながら一つずつ設備の概要を説明し、有事の際の初動の在り方や、各種設備･備品

の備蓄場所の確認などを行いました。 

 元旦の能登半島地震以来、あちこちで地震が起きている昨今…。地震に限らず防災へ

の備えは常に行うことが必要です。今年度も、土砂災害･地震･火災･夜間早朝など、様々

なシチュエーションを想定した防災訓練を実施予定です。      [武田 紘幸] 
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[お花見２題！]   学園、グループホーム、それぞれで、お花見を楽しみました！  

                       ～ ４月10日(水)、４月13日(土)  

 寒い冬が過ぎ、お花見の季節。皆さんも、お花見は楽しめましたでしょうか。 

 愛の森学園の園庭と厚木西高校の間の散歩道には、桜が植わっています。春になると、

例年、満開の時期にあわせ、学園利用者さんと職員とで、恒例のお花見ᨸᨹᨺᨻᨼを行います。 

 前日は雨が降っており、開催できるか心配されている利用者さんもいられましたが、

実施日の４月10日(水)は天候にも恵まれ、今年も無事開催することが出来ました。 

 ｢花より団子｣ではありませんが、お花見に食べ物は欠かせません。｢団子｣ならぬ｢ど

ら焼き｣を召し上がりながら、紅茶にて｢花見で一杯！｣。最後まで名残惜しそうに桜を

眺めている方もいられ、楽しいひとときとなりましたসহ      [北田 佳奈子] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
一方、グループホームでの花見は、ひだまりの世話人さんが発起人となり、４月13日

(土)に行われました。GHひだまりとして、初の取組みです。 

 世話人さん特製のお弁当をもって、ひだまり利用者さん有志で桜咲く鳶尾中央公園に

向かって出発！ ちょっとしたウォーキングのあとのお弁当はまた格別！ 春らしい陽

気に包まれておにぎりなどをほおばり、みなで記念に写真を撮りました。 

 午後は、この4月に入職された新しい世話人さんもいらっしゃり、みんなで鯉のぼり

を作成しました。折り紙を切り貼りをして完成！ 花見と鯉のぼり。いずれも季節を感

じさせてくれる週末のひとときとなりました。(写真は次ページ) [小代 弘子] 
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 [研修！]   今年度も第1回目の園内研修を実施しました ～ ４月25日(土)  

 近年、愛の森学園では利用者さんの状態像や支援ニーズに基づいたテーマを設定し施

設内研修会を、原則として毎月実施しています。 

 今年度もその第1回目としてテーマを｢自閉症｣と定め、元愛の森職員畑山伸也氏(現※

やまびこ工房管理者）を講師としてお招きし、自閉症をお持ちの入所女性利用者3名に

ついて、課題などの整理を行いました。 

※やまびこ工房：(福)風の谷が相模原市で運営を実施する自閉症専門の通所生活介護

事業所及びグループホーム 

 恒例の夕方からの研修会ではありましたが、新

任職員を含む多くの支援職員が参加され関心の

高さが伺えます。講師が一方的に講義をすすめ

るのではなく、現場での現在の取組みや職員の

意見などを聞きつつ、解決にむけたヒントをみ

んなで探っていくカンファレンスは、職員にと

っても好評です。今回もそれぞれのケースにお 

いて、支援におけるいくつかのヒントを得ることができました。 

 自閉症のお持ちの利用者さんにとって、過ごしやすい学園生活になるよう、今回の研

修会で得たヒントに基づいて適切な支援を実施してまいります。    [遠藤 岳洋] 

 
 [当面の予定]   
[５月16日(木)] 今年も利用者さんの日帰り旅行が始まります。第1弾は、入所１-Aグ

ループです。対象のご家族には、先日ご案内を送付しております。ぜひともお申し
込みを！ 

[５月18日(土)10:30～] 入所利用者の保護者の皆様と職員の懇談会となります。同封
のご案内をご覧のうえ、奮ってお申込みください。  
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 [地域移行続編！]   GHに移行した利用者さんをお父様がご訪問！ ～４月24日(水)  

 先月号でお知らせしたとおり、長らく愛の森学園に住まわれていた利用者さんが、先

月、グループホームすみれ荘に引っ越されました。 

 そして、引越し後、落ち着いたところで…。｢お父さんにもボクのグループホーム見て

もらいたい｣というご要望があがり、｢それなら、勿論、是非見学してもらいましょう｣、

ということで、横浜にお住いのお父様をすみれ荘にご案内させていただきました。 

 共有スペースや、ご本人の居室などをご覧になったあと、スタッフから、グループホ

ームにおける生活の雰囲気やサポート体制などについても詳しく説明させていただく

と、お父様からは、｢すごく安心した｣とのご感想を賜るとともに、利用者さんご本人

に対し｢よかったな！ホームに来れて。自分のことはできるだけ自分でやるんだぞ！｣

とのエールが送られていました。 

 愛の森学園に入所されて以来、３０年近くこの利用

者さんとご家族をサポートさせていただいてきた筆

者としては、親子でグループホーム入居を喜ばれてい

るお姿を拝見して、時間はかかったけど地域生活への

移行が実現できてよかった、と感慨深いものがあり、

引き続き責任をもって適切な支援を実施していこう

という決意を新たにしたところです。 [遠藤 岳洋] 

 
[日誌/令和６年４月]  注) 中止･延期となった日課･イベント等には､｢×｣を付しています◶◷◸◹◺。 

 
１日(月) 辞令交付 / 訪問歯科/ 2日(火) 嘱託医往診 18日(木) エアロビ 
３日(水) ジムの日 / ふれあい会 18日(木) 七沢公園清掃ボランティア 
３日(水) ランチ:選択メニューの日 20日(土) 保護者説明会(全体会) 
 ～ めんちかつ・ぶたしょうがやき 22日(月) 訪問歯科 
４日(木) エアロビ / 七沢公園清掃ボランティア 23日(火) 
５日(金) 食生活委員会･厨房会議  退職職員送別会 
８日(月) 訪問歯科      ☞ 写真 
９日(火) ×七沢公園清掃ボランティア  
９日(火) 安全点検の日･リスク人権委員会  
10日(水) ランチ:利用者さんご要望メニューから  
 ～ なすいりきーまかれー 23日(火) ×七沢公園清掃ボランティア 
10日(水) 訪問理美容 / 音楽 / 園庭でお花見  ☞ 記事 24日(水) ジムの日 / 音楽 
11日(木) 移動販売 / 15日(月) 訪問歯科 24日(水) ランチ:選択メニューの日 
16日(火) 書道教室 / 17日(水) ジムの日  ～ たんどりーちきん・ひれかつ 
17日(水) ランチ:選択メニューの日 25日(木) 職員会議 / 25日(金) 園内研修会 ☞ 記事 
 ～ ぴざふうちきんそてー・ちきんかつ 27日(土) ホリデー日課  

 


